一 ごろつきの 意味 

無頼漢な ど、 い へば、 社会の 瘤の やうな ものと しか 考 

へて 居られぬ。 だが、 嘗て、 日本で は此 無頼漢が、 社 

会の 犬なる 要素 をな した 時代が ある。 のみならず、 芸 

術の 上の 運動に は、 殊に 大きな 力 を 致した と 見られる 

ので ある。 

ごろつきの 意味に 就て は、 二様に 考 へられて ゐる。 雷 

がごろ/ \ 鳴る やうに 威嚇して 歩く からだと もい ふが、 

事実 はさ うでな く、 石塊が) J ろ して ゐる やうな 生 

活 をして ゐる 者、 とい ふ 意味 だと 思 ふ。 徳川 時^に は、 



に は、 さう した 機会が 幾ら もあった の だ。 此 機会 をと 

リ 逃し、 それより 遅れた もの は、 遂に、 徳川 三百 年間 

を 失意に 送らねば ならなかった のであった。 

一 一 巡遊 団体の 混同 

先、 彼等 は、 どんな 動き 方 をして 現れて 来 たかを 述べ 

よう。 

日本に は、 古く 「うかれ 人」 の 団体が あった 事 を、 私 

は 他の 機会に 述べて ゐる。 異郷の 信仰と、 異風の 芸術 

(歌舞と 偶人 劇) と を 持って、 各地 を 浮浪した 団体で、 



後に は、 海路 • 陸路の 喉 頸の 地に 定住す る 様に もな り、 

女人 は、 其 等の 芸能と 売 色と を 表 商売と する やうに な 

つたので あつたが、 いっか 彼等の 間に ほか ひ y との 混 

同 を 見る やうに なった。 大和 朝廷の 統一 事業と 共に、 

失職した 村の 神人た ち、 或は、 租税 を 恐れて、 自ら 亡 

命した ものな どが あって、 山林に 逃げ込み、 地方 を 巡 

遊したり した ものが あった からだ。 

一方、 うかれ 人の 方 も、 漸次 生活が 変化して 行った が、 

何と 言っても、 彼等 は奴隸 としての 待遇し か 受ける こ 

とが 出来なかった。 

かう して、 此 二者 は 早くから 歩み寄って ゐ たので あつ 



たが、 更に、 平安朝の 末に 至る と、 愈 其 等の ものが 混 

同し、 同化す る やうに なった。 行 基 門徒の 乞食. 陰陽 

師 • 唱門師 • 修験者な ど、 さう した 巡遊 者が 続出した 

からで あるが、 尚、 それの 一 つの 大きな 原因 は、 貴族 

の 勢力が 失墜す ると 同時に、 社寺の 勢力 も 亦 衰頹を 来 

した 為、 其 等の 社寺に 隸 属して ゐ た奴隸 たちが、 自由 

解放 を 行うた 事で ある。 其 等の 社寺に は、 神人 • 童子 

など ゝ 称し、 社の 祭事. 寺の 法会な どに 各種の 演芸 を 

行った ものが 居った が、 彼等 は 生活の 不安 を 感じ 出し 

た 事に よって、 其 等の 社寺 を 離れ、 各自 属した 処の社 

寺の 信仰と、 社寺 在来の 芸能と を 持って、 果なき 流浪 



四 治外法権 下の 悪業 

昔から、 宗教の 方面に は、 政治の 手が 届かなかった。 

其に は 理由が あるので、 言 はず 語らず の捉 があって、 

彼等 は 全く 政治家の 権力 以外 を 行った。 江戸時代 にな 

つてから も、 寺社 奉行な ど はあった が、 山伏し の 取締 

リに は、 随分 幕府 も 困った 様で ある。 龃落 者. 無宿者- 

亡命の 徒な どが 彼等の 中へ 飛び込めば、 政治家 も、 其 

を どうす る 事 も 出来なかった。 こんな 事 は 以前から も 

あった。 だから、 武力 を 失うた ものが、 逃避の 手段と 



五 祝言 職と しての 一 面 

彼等 はさう した 法力 を 示して ゐ たが、 山伏し の 為 事 は、 

其 だけではなかった。 常に は、 舞 ひや 踊り や 歌 を やつ 

た。 

彼等 は、 前に も 言うた やうに、 山奥に 根拠 を据 ゑて ゐ 

た。 私 は 幾度 か 三 河の 山奥へ 行った が、 参 .遠- 信の 

三国に 跨り、 方 五六 里に 亘 つて、 さう した 山伏し 村が 

多い。 勿論、 今 は 山伏し の 影 を 止めて ゐる に過ぎない。 

私たちが 見学に 行った の は、 既に 「翁の 発生」 で 述べ 



て 置いた やうに、 其 等の 村に 「花 まつり」 と 称する 初 

春の 行事が あつたから である。 花 まつり は、 一 口にい 

へば、 其 年の 稲の 花が よく 咲く 様に と 祝ぎ する 初春 

の 行事な の だが、 其 態 は 舞踊であって、 なかく 発達 

して ゐる。 

何故、 こんな 山奥に、 こんな 舞踊が 発達した か。 其 は 

決して 偶然ではなかった と考 へられる。 即、 戦国の 末 

に、 彼等が 勢力 を 貸した 豪族の 家々 が、 其 後 栄えた か 

ら である。 歴史の 表面で は、 彼等が どれ だけの 事 をし 

てゐ るか、 殆ど 記されて ゐな いが、 断篇 的の 記録 は あ 

る。 三 河に は徳川 氏と 関^ ある 地方に 居った 者が 多く 



六 にせ 山伏し との 結合 

ところで、 此、 初春に 里へ 出て 来る 山人と いふの は、 

日本に は 至る ところに あって、 必 しも 参. 遠. 信の 山 

奥と は 限らない。 思 はぬ 奥山 家から、 大黒 舞 • 夷 舞な 

どが 出て 来る。 彼等 は、 年に 一 度、 暮れ 或は 正月に な 

ると、 どこから ともなく 出て 来て、 或 特定の 村、 即、 

檀那 村 を 祝福して 歩いて は、 また どこへ ともなく 帰つ 

て 行く。 「隠れ里」 の 伝説 はこれ から 起った ので、 更に 

「隠れ 座頭」 などの 噓噺も 出来、 又、 偶然 山奥へ 迷 ひ 込 



ん だもの、 中には、 此 等の 芸人 村の ある こと を 発見し 

て、 山伏し 以上の 法螺 を 吹いた もの もあった りした の 

であった が、 要するに、 隠れ里の 伝説が、 単なる 伝説 

上の ものでなかった 事 だけ は考 へられる ので ある。 

此も 「翁の 発生」 で 触れて 置いた こと だが、 芸人の 団 

体に は、 山奥の ものと、 更にもう 一 つ、 海の 岬に 根拠 

を 置いて 海道 を 歩いた、 く： > つとの 二者が あった。 併 

し、 近世で は、 かう した 芸人 は、 山奥の ものに 限られ 

た。 そして、 此が 本筋の 山伏し だった ので あるが、 鎌 

倉 以後、 戦国時代に は、 此を まねた、 或は 彼等の 群に 

投じた g 山伏し が 横行す る やうに なった ので、 此等 



の ものが 諸 所の 豪族の 家々 を 頼って、 海道 筋 を 上り 下 

リし、 其 等の 家々 にと り 入り、 遂に は、 其に とって 替 

らうと さ へ したので あった。 



七 すり . すっぱ . らっぱ 

あまりに 有名 だから、 名 を 出しても い、 だら う。 蜂須 

賀 家の 祖先 小 六 は、 それの 有名な 一人で ある。 彼が 地 

位 を 得た の は、 豊臣 氏が 栄えた からで ある。 

彼等 は、 海道 筋 を 上り下り する 中に、 一 定の 檀那 (擁 

護 者) を 得た ものが 落ちつき、 其 を 得ない ものが うろ 



つく。 そして 其 中には 落伍者が 出来た ので、 其 単独の 

ものが^^と なり、 団体 的の もの はすっぱ • らっぱと 

言 はれた。 いづれ も 盗人 職だった ので ある。 職人と は 

土地 を 持たない もの を 謂うた ので、 髪 結 ひ を 女工 業と 

言うた など は、 職人の 直訳と も 見られる。 ともかくも、 

当時 はさう した 盗人 職 • ごろつき 職が 厳然として 存在 

して ゐ たのであった。 尤、 現在 だって 不思議な 団体が 

あって、 而も 彼等 は 厳然として 存在して ゐ るので ある。 

すり は、 すりと いふ 道具 を もって 歩いた 団体 だと もい 

ひ、 旅人の 旅 具 をす り替 へる ことから、 さう 呼ばれる 

やうに なった の だと も 言 ふが、 恐らく は ほか ひ • 



つな ど、 同じ やうに、 旅行者の 持って 歩いた 旅 具から 

ついた 名 だと 思 はれる。 世人 は、 それ を 恐れて さう 呼 

ん だので あらう。 後に は、 熟練 を 得て 頗る 敏捷な もの 

になった が、 当時の は、 もっと 鈍な ものだった に 相違 

ない。 

^^は、 早くから 単独の 職業に なった が、 すっぱの 方 

は —— 狂言で は 田舎 人 を 訛す 悪党で、 ^ . すっぱと 

同じ やう に 言 はれて ゐ るが もう 少し 団体 的 の もの 

で、 親分 を 持って ゐた。 そして 更に、 一層 団体 的 だつ 

たのが、 ら っぱ である。 小 六は即 らっぱの 頭領だった 

ので ある。 当時 は、 かやうな ものが 幾つと なく、 彷ひ 



歩いて ゐた。 尚、 此 外に、 がんどう 提灯に 名残 を 止め 

た、 強盗な どもあった ので ある。 

八 ニーの 例 

押し借り 強盗 は 武士の 慣 ひとは、 後々 まで も 残った 言 

葉で あるが、 当時 は、 実際に さう した ものが、 諸 民の 

部落 を 荒して 廻った ので、 山伏し も、 陰陽師と なって、 

諸国に 神道の 祈り をして 歩き、 一 方に は、 舞踊 や 唱歌 

を もした。 其に 交った 浪人 者が あり、 其 間に 発達した 

らっぱ. すっぱ も あり、 荒す こと 専門 のら っぱ • 



ぱが あり、 一方、 海道 筋 を うろつく がんどう I 連が ある、 

と言うた 訣 であった。 

ら つばの 専門 は、 庸兵 となって、 諸国の 豪族に 腕 貸し 

をす る 事であった。 そして 其処の 臣 となり、 或は、 即 

かず 離れず の 態度で、 其 保護 をう ける。 其 中に、 其 主 

家に とって 替 つたな ど 、 言 ふ の も あ つた。 

相模の 後北条 早 雲の 出身 は 確かで ない。 伊勢 関 氏の 分 

れ だと 言 ふが、 同時に、 其 はら つばと いふ 事に ならう 

かと 思 はれる。 探リを 入れて 見る と、 歙山 • 山 王の 信 

仰 を 伝へ て 歩いた 山伏し、 或は 唱門師 とも 見られる の 

で、 戦国の 頃、 段々、 東に 出て 来て、 庸兵 となって 歩 



いたらし い。 妹が 今 川 氏の 妾 (或は 側室と もい ふが) 

になって ゐ たので、 今 川 氏に 頼リ、 それから 段々、 勢 

力 を 得た 様に も 言 はれて ゐ るが、 怪しい ものである。 

妹 を 今 川 氏に 入れるな ど 、 言 ふこと は、 後に も 出来る 

ことで あり、 殊に、 彼等が 豪族に とり 入った に は、 男 

色 • 女色 を 以てした のが、 一の 手段で もあった の だ。 

ともかくも、 祖先 伊勢 新 九郎の 出身 は、 宇治の 山奥、 

ァ ナホ 

田 原であって、 其 家 は 穴 太であった らしく も ある。 此 

が 伊勢の 関まで 出て ゐ たので あらう。 彼が 最初に 連れ 

て 出た 家来と 言 ふの は、 十 人足らず であった が、 いづ 

れも 宇治 地名 を 帯びた 名 を 持って ゐる。 早 雲 は、 後に 



追々 と 勢力 を 得て、 遂に、 小 田 原に 根拠 を据 ゑる やう 

になった が、 最初 は、 山伏し となり、 庸 兵と なりして 

歩いた もの だと 思 はれる。 

更に、 古い 例と して は、 小 早 川 氏 もさう の やうで ある _ 

「小」 とい ふ 字の 付く の は、 嫡流に 対する 小 流 (妾腹) 

の 意で、 小 田 原 在に 早 川と いふ 所が あるが、 土 肥 実 平 

の 分れであって、 山伏し 系統の 巡遊 者と なった もの だ 

と考 へられる。 

これら は 古い 例で あるが、 近世に は頗 多い。 併し、 あ 

まり 名前 を 挙げて 行く こと は 遠慮しょう。 



九 村落 制度から 生れた 親分 • 子分 

かやう に、 鎌 倉 末から 戦国時代に かけて は、 或は 山伏 

しとな り、 或は 庸兵 となった 様な 無頼の徒が、 非常に 

多かった ので あつたが、 此 等の 中、 織 田. 豊臣の 時代 

までにし つかりと した 擁護 者 を 得なかった もの は、 最 

早、 徳 川の 平定と 共に、 頭 を 上げる ことが 出来な くな 

つて 了うた。 彼等 は、 止むを得ず、 無職 渡世な ど、 い 

つて、 いばって 博徒と なった。 此が俠 客の 最初で ある。 

何故、 彼等 は、 さうなら なければ ならなかった か。 此 

には考 ふべき ことがあ ると 思 はれる。 若、 彼等が 単独 



であったら、 譬へ徳 川の 平定が あらう とも、 博徒に は 

ならず とも 済せ たか も 知れない。 もう 少し は、 何とか 

身の 振り方が 着いた であらう。 けれども 彼等に は 多く 

の 仲間が あった。 彼等 は、 先、 其 等の 仲間 • 子分の 処 

置に 困った。 

此処で、 親分 • 子分の こと を 一 言 述べて 置く が、 彼等 

の 親分 • 子分 は、 農村の 制度から とった の だと 思 はれ 

る。 農村に は、 親方 筋. 子方 筋と いふの が 幾 軒 も ある。 

其 外 檀那 筋な ど 言 ふの も あるが、 親方. 子方と なると、 

其 子供 は 親方の 養子 分と なる。 出産が あれば、 戸籍 吏 

に 届け出る 様に、 親方へまで 届ける。 此 親子の 関係が、 



らっぱ • すっぱに も ある。 彼等の 団体 は、 此 村落の 生 

活が 基礎に なって ゐた、 と 見られる ので ある。 

一 〇 人 入れ 稼業の 創始 

徳川 氏の 方で も、 天下 をと つて、 納まる と 同時に、 先、 

困った の は、 彼等 らっぱ • すっぱの 連 衆の 処置で あつ 

た。 此ま では、 助力 を 得た ので あつたが、 関个 原. 冬- 

夏の 戦 ひで、 彼等に は 手 を 焼いて ゐる。 其が 多勢の 子 

分 を 連れて やってくる。 而も、 彼等 は 法力 を 持って ゐ 

る。 ひと 先、 整理 をつ けなければ ならぬ 時が 来たので 



あつたが、 其処 置に は、 全く 困惑した やうであった。 

かう して 彼等のう ち、 織 田. 豊臣の 時代までに、 しつ 

かりとした 擁護 者 を 得て、 落ちつく 事が 出来なかった 

者 は、 再、 落ちつく 機会 を 失って 了うた のであった。 

それでも、 村落に しっかり とした 基礎 を 持って ゐ たも 

の は、 まだよ かった。 即、 彼等 は、 そこへ 帰って、 郷 

土と なった。 

又、 彼等の 中には、 早く 江戸 を棄 て、 宗教の 名 を 借り 

て、 悪事 を 働いた 高野聖の 様な もの も ある。 其 後 も、 

永く 旅人 を 困らせた ごまの 灰 は、 高野聖の 一種で あつ 

た。 高 野で も、 此には 困った ので、 非 事 吏な ど、、 意 



味 もない やうな 名 を さへ 出した ほどで ある。 

彼等の 中、 最、 困った の は、 江戸 や 大阪. 堺 などに 未 

練 を 持った 連 衆で、 何と 子分の 始末 をすべき か、 其が 

大きな 問題であった。 そこで、 彼等 は、 其 子分た ち を、 

諸 大名の 家へ 売りつ ける こと を考 へた。 人 入れ 稼業 は、 

かう して 始 つたので ある。 そして、 彼等 は 所謂 侠客と 

なった。 親分. 子分の 関係 は、 前に 述べた 様に、 農村 

の 制度から とった ものであるが、 今日 人口に 膾炙して 

ゐる 親分. 子分 は、 此人 入れ 稼業から 始 つたと 見て ぃゝ。 

有名な 幡随 院長 兵衛の 頃に は、 もう そんな こと はなく、 

ほんとうの 人 入れ 稼業に なって ゐ たので あらう が、 古 



く は、 其 子分 を 大名の 家に 売りつ けたので あった。 

其 を 「奴」 といった。 奴の 名 は 髪の 格好から 出た もの 

と 思 はれる。 鬢を 薄く、 深く 剃り 込んだ 其 形が、 当時 

ははい から 風で あつたの だ。 そして、 其が 江戸で 流行 

を 極める 様になった。 町 奴の 称が 出来た の は、 旗本 奴 

が 出来た からであって、 もとは、 かぶき ものと 言うた _ 

旗本 奴 も かぶき もの • かぶき 衆な どい はれた ので あつ 

た。 併し、 後に は、 此 二者が 交錯して、 かぶきの 中に 

奴が 出る 様な ことに もな つたので あった。 



かぶきと かぶき 踊りと 



一 一 一 封 E 間の 前駆 



かぶき 踊りの 起原 は、 名 古屋山 三が 教 へたと あるが、 

山 三が 阿国に 教 へたの は、 早 歌であった らう。 山 三 は、 

幸 若の 舞 太夫だった と 思 ふ。 

当時 は、 幸 若 舞の 最 盛んな 時代だった ので、 舞 ひと 言 

へば 幸 若 舞の 事 を 言 ふので あった。 其 他、 舞々 • 舞 太 

夫、 すべて 幸 若に 関した もの を 言うた のであった。 幸 

若 舞 は、 千秋 万歳に 系統 を 持つ 曲舞から 出た ので、 曲 

舞のう ち、 武家に 好まれた ものが、 即、 幸 若 舞で あつ 



た。 随 つて、 幸 若 舞に は、 武張った ものが 多い。 併し、 

もとく、 幸 若 は 社寺の 芸術だった ので ある。 

伝説に よると、 山 三 は、 蒲 生 氏 郷の寵 を 受けた、 当時 

有名の 美少年だった と あるが、 其 見出される 迄 は、 建 

仁 寺の 西 来院に 居った とも ある。 当時、 有名な 美少年 

として は、 彼の 外に、 もう 一人、 秀 次の 愛 を 受けた、 

不破伴 作が あった。 併し、 もとく、 彼等 は、 ごろつ 

^だった ので ある。 山 三 は、 蒲 生家から 浪人して 後、 

諸国 を 廻った と あるが、 彼等 は、 さう して、 主君に あ 

りついた 時には、 其 酒席に 侍った。 男色 は 彼等が 主君 

にと リ 入る 一 つの 手段だった ので ある。 



すっぱと 同じ やうな 意味 を 含んだ 語に、 しょろ りと い 

ふ ものが あった。 やはり、 諸国 を 流浪し、 豪族た ちの 

庸兵 となった ので、 其 ま、 臣下と なった もの もあった 

が、 多く は、 一時的の 臣 だった ので ある。 併し、 

^ . そろり の 語から 考 へて、 此は 後の 封 e 間の 前駆 を 

なした もの、 と 見る こと も 出来る と 思 ふ。 

日本に は、 封 巾 間 的 職分 を 持った もの は、 古くから あつ 

た。 王朝 時代、 貴族に 仕へ た 女房た ちの 為 事と 言 ふの 

は、 そこの 子弟 を 教育す るの が、 主なる ものと なって 

ゐ たの だが、 其 教育 は、 なか/ \ 行き届い たもので、 

時には、 其 娘 や 息子た ちの 為に、 艷 書の 代筆な ど を も 



一 三 異風 • 乱暴の 興味 

阿国 歌 舞妓 は、 念仏 踊りの 一変 化した もので、 幸 若 舞 

に 系統 を 持つ、 謂 は >、 山 三の 芸の 濃い ものであった。 

そして、 此は 初代の 阿国の 時あった もので はなく、 二 

代の 阿国が 舞 ひ 出した の だと 思 ふ。 其訣 は、 前に も 言 

うた 様に、 かぶき 踊り は、 阿国と、 山 三の 亡霊との 間 

に 問答が ぁリ、 それから 「いざや かぶかん」 になる。 

此 事実から も考 へられる と 思 ふので ある。 

かぶかん と は 「あばれよう」 と 言 ふ 事で ある。 即、 舞 



ひに 狼藉 振り を 見せた ものら しい。 後の 芝居で は、 此 

が 六法と なって 残って ゐる。 尚、 六法 は、 前に 言うた 

かぶき 者の 別名 ともなり、 其 一分 派に は、 丹前な ど 言 

ふ もの も 出来た。 共に、 あばれ 者で あり、 伊達な 風 を 

して、 巿中を 練って 歩いた のであった。 「六法 は^ M 

ぷ とも 訓む べし」 など 言 ふやう になった の は、 恐らく、 

彼等の、 さう した 行動から 出た ものであった らう。 

併し、 六法 は、 其 以前から もあった。 室町の 中期 頃に、 

六法々 師と言 ふ ものが あ つて、 祭礼に 練って 歩いた。 

京の 街で は、 早くから、 祇園祭に 異風の 行列が 流行つ 

た。 これの はっきりして 来たの は、 室町から であった 



一 四 歩く 芸 

戦国時代から 徳 川の 初期へ かけて は、 諸 大名の 中に も、 

さう した 異風 を 好み、 此を まねた ものが 少 くなかった。 

織 田 信 長な ども、 其 一人であった。 

当時 は、 社会 一般が、 異風と いふ ことに、 興味の 中心 

を 置いて ゐ たので、 文芸 • 芸術 もまた さう であった と 

言へ るので ある。 風流. 六法 は、 さう して 出来た もの 

であった。 

風流 は、 後に は、 飾り もの、 名の 様になって 了うた が、 



元来 は、 異 つた 扮装を する 事 を 言うた ので ある。 異っ 

た扮装 をして、 祭礼な どに 練って 歩いた。 此が 多少の 

変化 を 来して、 動作が 主にな つた ものが、 六法で あり、 

それの 分派が かぶきで あり、 それから 「奴」 が 出来、 

徳川 中期に は 「寛 潤」 など、 言 ふ もの も 出来た の だが、 

もとく 此 等の 芸は、 風流 系統の ものである。 だから 

此 等の 芸は、 後々 まで も、 歩く 芸 II 練って 歩く 芸、 

謂 は > 祭礼の くづれ —— として 残ったの であった。 

芝居の 六法 は、 かう 考 へて 見る とき、 あの 特別な 歩き 

振りに も、 一 つの 意味が 発見され ようと 思 ふ。 



元来、 幸 若の 舞 ひぶり なる もの は、 地固めの 舞 ひ (即、 

反 閑) から 生れた もので、 足ぶ み をして 舞 ふ ものな の 

である。 歌 舞妓 は、 これから 変化した ものであって 見 

れば、 愈、 散歩 芸. 足の 芸 とならざる を 得なかった わ 

けで ある。 かう いふ わけで、 散歩 芸 にも 其 起り が ある。 

風流 • 六法 • 丹前. 奴. 寛濶 II 此等は いづれ も 皆 歩 

く芸 であった ので ある。 

歌 舞妓 芝居 は それから 生れた の だが、 尚、 此に は、 狼 

藉の 所作 振りと、 人目 を 驚かす 異風と がと リ 入れられ 

た。 勿論、 此 にも、 理由 は あるので、 前に も 言うた 様 

に、 かぶく と は あばれる 事であった。 かぶき 者 • 3, 



き 衆と は、 異風 をして あばれ 廻った 連 衆の ことで ある。 

後に は、 あ ぶれ 者な ど 言 ふ 語 を さへ 生む 様になった 程 

で、 もと/ \ 彼等 は ごろつきだった ので ある。 山 三が、 

津 山で 切り死に をした とい ふの も、 彼が あばれ 者 だつ 

たからで ある。 団十郎 が、 舞台で 殺された のに も、 さ 

うした 関係が あつたの だと 思 ふ。 荒事な ど 、 言 ふ も の 

が 演じられ たの も、 決して 偶然の 発生ではなかった に 

相違ない。 此 乱暴 狼藉 は 人形にまで 影響した。 即、 金 

平 もの ゝ 発生が 其で ある。 

一 六 遊女 を 太夫と 言うた 訣 



かやう に 当時 は、 乱暴 • 異風が、 社会の 興味の 中心と 

なって ゐた。 それから 歌 舞妓の やうな 芸術 も 生れた 訣 

だが、 此 風潮 は 啻に、 男の 世界ば かりに 見られた ので 

はない。 女の 方に も、 やはり、 それが あった。 吉原其 

他の 色 街に 於て 見られた ので ある。 

元来、 吉原. 島 原の 遊女 を、 何故 太夫と 言うた かと 言 

へば、 彼等 は 元は、 幸 若の 女 舞 太夫だった からだと 思 

ふ。 そして 当時 は、 此女舞 太夫が 非常に 流行 を 極めた。 

其訣 は、 男 は 一般に 見識 を 持って、 あまり 舞 はな かつ 

たが、 女の 方 は 激しく 此舞ひ を 舞うて、 それが 世間に 



受けた の だと 思 ふ。 

彼等 は、 それぐ 座 を 持って ゐ たので、 最初 は、 巿内 

の 彼方. 此方で 演じて ゐ たの だが、 遂に 吉 原に 押し込 

めら れる やうに なった。 

それでも 彼等 は、 時 を 定めて、 此を 演じた。 其が 受け 

たので、 追々 これ を まねる ものが 出来、 彼等 も 亦、 太 

夫 を 称へ る 様になり、 遂に、 此が 遊女の 称と さへ なつ 

たので ある。 

併し、 彼等が 最初、 座 を 持って ゐた 時には、 村々 によ 

つて、 其が 違うた。 随 つて、 彼等 は、 其 等の 村々 の 方 

言 を 持って ゐた。 ざます • ありんす は、 即、 其 形見と 



い。 尤、 中には 「助 六」 の 様な 美しくて、 力の ある も 

の も ある。 殊に、 当時の、 さう した 風潮 を 念頭に 置い 

て此を 見るならば、 団十郎 の此を 作った 気持ち は、 容 

易に 訣 ると 思 ふので ある。 

かやう に、 かぶき • かぶく と 言 ふ 語の、 元の 意味 は、 

乱暴す る. 狼藉 するとい ふこと であった ので、 歌 舞妓 

芝居 は それから 生れた ので あるが、 もはや 今日の 歌舞 

妓に は、 さう した 元の 意味 は、 殆ど 無くなって 了うて 

ゐる。 併し、 今日で も、 全然 それが 無くなって しまつ 

たと は、 言 はれない。 

譬 へば、 日本の 芝居に は、 濡れ場. 殺し 場な ど 言 ふ、 



残虐な 或は 性欲 的な 場面が 少 くない。 学者の 中には、 

此は 日本の 国民性に 合 はない、 不思議な 挿入 物 だ、 と 

言 ふ 様に 見て ゐる人 も ある。 坪 内 . 藤岡両 博士の 御意 

見 も、 さう の 様で あつたと 記憶す るが、 此な ども、 以 

上述べ たやうな、 これの 発生. 源流に 就て 考 へて 見る 

ならば、 一応の 解釈 はっくと 思 はれる。 

勿論、 さう した こと は、 時代の 好尚、 其 他の 事情に よ 

つて、 特に、 病的に 発達して 行く こと も ある。 

しかし、 歌 舞妓 芝居に あって は、 既に、 其 起り が、 乱 

暴 • 異風 —— そして、 それが 性欲 的であった —— を 採 

り 入れた 芸術な ので あるから、 さう した こと —— 残虐 



ある。 徳川氏 は、 天下 を 取る と 同時に、 先、 儒教に よ 

つて 一般 を 陶冶しょう とした。 即、 謀叛. 反抗 をして 

はならぬ とい ふ、 道徳的 陶冶 をな すべく、 最初 は、 此 

を 禅僧に 謀った のであった。 山 鹿 素行な どの 一流の 士 

道なる もの は、 其 後に 出来た ので ある。 

武士道 は、 此を 歴史的に 眺める のに は、 二つに 分けて 

考 へねば ならぬ。 素行 以後の もの は、 士道であって、 

其 以前の もの は、 前に も 言うた 野ぶ し . 山ぶ しに 系統 

を 持つ、 ごろつき 道徳で ある。 即、 変幻 極まりな きも 

の、 不安に して、 美しく、 きらびやかなる もの を 愛す 

るの が、 彼等の 道徳で あつたので ある。 だから、 彼等 



後世の 俠客. ごろつきの 中には、 多少 それに 似た 道徳 

感が 流れて ゐた。 睨まれ ゝば、 睨み 返す のが、 彼等の 

生活であった。 即、 気分 本位で、 意気に 感ずれば、 容 

易に、 味方に もな つたが、 また 直に、 敵 ともなった。 

我々 が、 多少で も、 かう した 気分 を 味 ひ 得た の は、 釈 

場に 於て >ぁ つたが、 それ も、 今日で は 極めて 淡い も 

のにな つてし まうた。 時代々々 の 道徳の 力 は、 あら ゆ 

る もの を 変化せ しめずに は 置かない。 同時に、 時 

代々々 の 文芸. 芸術 は、 此と 交渉な しに は 生れない。 

現代の 道徳 は 立派で あると 言へ よう。 だが、 今日で は、 

多少、 それが 固定した と 思 はれる。 随 つて、 感激 性 を 



併し、 彼等が 根拠地と したの は 山奥で、 常に は、 舞 ひ 

や 踊り を 職業と し、 年の 始めに は、 檀那の 家々 を 祝福 

して 廻り もした ので、 其 中には、 山奥に 残る もの も あ 

り、 里に 出て 来た もの も あり、 里に 出て 来た もの、 中 

に は、 大名と なり、 また 其 臣下と なった やうな もの も 

あつたが、 遂に、 其 機 を 逸した もの は、 徳 川の 初期に 

於て 人 入れ 稼業 を 創始して、 大名. 旗本に 対しても、 

横柄 を 振舞った。 

歌 舞妓 芝居 は、 彼等の 間に 生れた 芸術で、 それに は 幸 

若 舞が 与って、 大きな 力 を 致して ゐる。 

歌 舞妓 芝居 は、 其 後 非常な 発達 をして、 もはや、 昔の 
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